様式第２号（第５条関係）
黒松内町肉用牛貸付契約書
黒松内町（以下「甲」という。）と黒松内町和牛生産改良組合（以下「乙」という。）は「黒松内町肉用牛貸付条例」（以下「条例」という。）に基づき、　　　　年度において甲が購入した肉用牛の貸付について、次のとおり契約を締結する。
（貸付頭数）
第１条　甲は乙に対し肉用牛　　　頭（別紙明細書のとおり）を貸付し、乙はこれを借受ける。
（貸付期間）
第２条　前条の肉用牛の貸付期間は、　　　　年　　月　　日から条例第９条第１項に規定する貸付牛の購入価格の償還期限までとする。
（譲渡）
第３条　甲は、前条に定める貸付期間が満了し、購入価格（消費税含む。）が全額納入されたとき譲渡するものとし、乙はこれを譲受ける。
（肉用牛の引渡し）
第４条　甲は、肉用牛を甲の指定する期日及び場所において引渡しを行うものとする。
２　乙は、肉用牛の引渡しを受けたときは、速やかに受領書及び償還計画書を甲に提出しなければならない。
（借受者の義務）
第５条　乙は、条例第11条を遵守しなければならない。
（費用の負担及び果実の帰属）
第６条　肉用牛の貸付及び引渡し、又は飼育管理等に要する費用は乙の負担とする。
２　貸付牛より生じる一切の果実は、乙に帰属するものとする。
（貸付牛の引継）
第７条　乙は、再貸付者が転業、転出、その他事由により貸付牛の飼育ができなくなった場合は、生産組合員が当該貸付牛の飼育を引き継ぐものとし、その結果を甲に報告しなければならない。
（償還を命ずる場合）
第８条　次に掲げる事項に該当するときは、償還期限前であっても甲は貸付牛の購入価格を償還させることができる。
(１)　この条例又は貸付条件に違反したと認められるとき。
(２)　貸付牛が死亡したとき。
(３)　その他、不適当と認めたとき。
（償還期限等）
第９条　乙は、条例第９条第２項の規定により購入価格を納入する場合は、甲が発行する納入通知書により指定する期日（以下「指定期日」という。）までに納入しなければならない。
（延滞金）
第10条　乙は、前条に規定する期日までに購入価格を納入しなかったときは、指定期日の翌日から納付の日までの日数に応じその納入しなかった額につき、公法上の収入金の督促及び滞納処分に関する条例（昭和30年条例第６号）第４条に定める割合で計算した延滞金を甲に支払わなければならない。
（条例の遵守）
第11条　乙は、この契約に定めるもののほか、「黒松内町肉用牛貸付条例」を遵守しなければならない。
（その他）
第12条　この契約に定めのない事項については、必要に応じて、甲乙協議のうえ定めるものとする。
この契約を証するため、本書２通を作成し、双方記名押印のうえ各自１通を保有するものとする。
　　　　　　　　年　　月　　日
甲　寿都郡黒松内町字黒松内　　　　　
黒松内町長　　　　　　　　㊞　　
乙　寿都郡黒松内町字黒松内　　　　　
黒松内町和牛生産改良組合　㊞　　
別紙
黒松内町肉用牛貸付契約明細書
	貸付年月日
	名号
	生年月日
	登録番号
	購入価格（円）
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	








